
私の所属する事業所管内でも、様々な社会貢献活動を行っています。その一つ
は、茨城県と協力し、地域で道路をきれいにする「道路里親制度」です。道路を里子にみたてて、里親がその道路の
美化につとめる制度です。現在、古河出張所、鹿島出張所が里親となり、事務所周辺の整備された1Kｍ以上の道
路について、清掃、除草活動を年6回以上実施しています。周辺には、草木、畑が多く、夏・冬の草の手入れ、砂埃
除去等は美観だけでなく、交通安全にも貢献していると思われます。また、エコキャップを集めており、現在52,320
個（約60人分のワクチン）を推進協会に納入しています。
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読者の声を受けて

「私のCSR」ページ

机上や書庫など身近な場所の整理整頓を行い、書類（情報）などが紛れ込まないようにしています。放置された郵
便物、ＦＡＸ、印刷物は要チェックです。プリントアウトした印刷物の早期回収、ＦＡＸ着信物の早期回収と担当者へ
の配布、送信時の番号の確認、事前連絡などに気を付けています。情報の「作成と取得」「配布と活用」「保存と処
分」するうえで、ちょっとした事ですが心掛けています。

　昨年に続き、第三者意見を担当させていただくことと

なった。昨年は、本業を通じて社会に貢献する「ほんも

の」のCSRがどの程度実現できているかという観点から、

多くの積極的な評価とともに、改善してほしい点として、

①環境に関して基準年が異なっているので統一するこ

と、②サプライチェーンマネジメントまで踏み込んで評価

を行うこと、を提言させていただいた。

　①については、今年も基準年が2009年、2011年、

2013年とバラバラだったので、再度統一をお願いしたい

（もっとも「エコカー率の向上」は昨年から始まったばかり

なので、仕方がないが）。②についても、特段の言及が見

られなかったので、来年の報告書では取り上げられるよ

う期待したい。

　さて、本年はNIPPOの設立80周年に当たる。その報

告書を読んで評価できることは、1）80年の歴史がコンパ

クトにまとめられ、変遷がよく理解できたこと、2）安全管

理部門で、災害が低減したこと（29件→24件）、3）環境

マネジメントで、産業廃棄物（0.46％→0.39％）と電気

使用量（21.2％減）が削減されたこと、4）全社的にCO2

排出量が削減されたことである（14％削減）。これらの成

果をますます伸ばし、着実にCSRを深めていってほしい。

　他方、報告書を通じて浮かび上がってきた改善点とし

て、［1］女性従業員の少なさ（1,783名中89名）、［2］合

材部門と舗装・土木部門でCO2排出が増加していること

（それぞれ、1.8％増、8.8％増）、［3］2014年度の目標値

が小さいこと、［4］どうやって目標を実現するかが明示さ

れていないことである。

　［1］は、仕事の性格上、どうしても従業員は男性が多く

なるのは理解できる。ただ、もう少し女性の採用率を高め

ることで、総合的に安全管理を視る目を増やすことがで

きるのではないだろうか。

　［4］については、たとえば全国157カ所にあるアスファ

ルト合材工場から排出される熱を活用して、温水を含め

た新たなエネルギーを作り、地域冷暖房システム等を構

築する「コジェネレーション」を推進する、「車が走れば走

るほど発電ができる道路」を考案するなど、本業を生かし

ながら、社会の要請に応えられるような大胆な研究開発

はできないだろうか？

　もちろん、「言うは易く行うは難し」ではあるが、「確かな

ものづくりを通して、豊かな社会の実現に貢献」すること

を掲げるNIPPOには、ぜひともチャレンジしてほしい。

第三者意見
横浜市立大学 学術院国際総合科学群 教授

グローバル協力コース長

上村 雄彦 氏

　上村先生には、昨年に引き続き貴重なご意見をいただ
き、厚くお礼申し上げます。
　昨年からのご指摘のうち、環境目標の基準年について
は、改正省エネ法（2009年度基準）と当社中期計画
（2011年度基準）それぞれに準じた項目があり、基準年が

混在しています。より新しい実績を基準に目標を見直し、
活動を一層推進させたいという方針で、法定とは別に基
準年を設定している項目がある点、ご理解いただければ
幸いです。
　また、他にも課題提起をいただいている中で、特に女性
従業員の少なさに関しては、業界の特性による課題でもあ
りますが、国の施策等も踏まえつつ、女性が活躍できる職
場環境づくりに努めたいと考えています。
　80年の経験と技術をさらに未来へつなぐためにも、いた
だいたご意見は真摯に受け止め、企業理念「確かなもの
づくりを通じた豊かな社会の実現」に向けて、CSR活動や
研究開発に一層力を入れてまいります。

東北支店　小笠原 いずみ

関西支店では、オフィス部門の活動としてゴミの排出量の削減と再資源化に力を入れています。分
別収集の徹底を事務所全員で取り組んだ結果、廃棄物の減量推進と適正処理が認められ、大阪
市より「ごみ減量優良建築物」の認定を受けました。

関西支店　椋本 薫

建設業は未だに男性中心というイメージが強いですが、私の職場では女性が半数を占めており、性別に関係なく
仕事の分担を与えられイキイキと働いていらっしゃる方ばかりです。私自身も皆さんに負けないように周りに対する
細やかな心遣いを忘れることなく、職場を明るくできるよう、まずは大きな声で挨拶・応答をするよう努めていきたい
です。

東日本管理支社　石川 朋子

永遠のテーマである安全、その中で私が常日ごろ心掛けていることは、時間にゆとりを持って行動することです。慌
てるという行為は危険を見失い災難を招くことにもつながりかねないことからマイルールとしています。自分なりの
ルールや決められたことを着実に守っていくことで大難を小難へ、そしてゼロ災へと目指すことは社会人としての責
務でもあると考えています。

関西支店　両口 純子

私は現在高速道路の舗装補修工事に従事しています。この工事の形態は供用中の路線に車線規制を設置し、そ
の規制内で舗装工事を実施するため、私は通行されるお客様の安全な走行を常に最優先に考えています。特にイ
ンターチェンジ付近の案内看板は非常に重要であるため、その看板に高視認性の「超高輝度看板」を使用しまし
た。この看板により昼夜ともに以前使用していた看板より視認性が良好になり、お客様のより安全な走行ができるよ
うになりました。これからも私はお客様の安全を最優先して、業務を遂行していきます。

四国支店　吉松 信明

私が所属する部署は、日常的に「品質」という言葉と密接に関わっています。顧客から求められる「品質」を満足す
ることは当然であり、より安全で、かつ高品質な製品･サービスの提供、あわせて環境へも配慮した「品質」管理を
念頭に業務を行っています。「品質」を追求すれば当然コストがかかります。しかし、一方で「品質」をおろそかにす
れば社会へ与える影響は大きく、会社が制裁を受ける場合もあります。日々バランスの取れた「品質」管理を目指し
奮闘しています。

北信越支店　吉田 満

茨城統括事業所　福村 剛史

2011年度レポートから始めた「私のCSR」コーナーには、毎年た
くさんの共感と激励のメッセージをいただいています。2014年度
レポートでは、2013年度レポートに続いて、より多くの従業員に日
常の取り組みを投稿してもらいました。

ご意見をいただいて

環境安全・品質保証部長

北村 一博


